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第66回
企画展

モンゴル・ステップ・大草原　－花と羊と遊牧民－
The Nature and Human Life of Eurasian Steppe

ユーラシア大陸の中央部，中国東北部からハンガ

リーに至る東西1万㎞にわたる草原を「ステップ」と

よびます。ほとんど木の 影 さえみない開けた草原。ス
かげ

テップは，一本の帯のように果てしなくつながる草の

海のようです。

草原の民は，この広大なステップで羊や牛などの 家 
か

 畜 を飼う遊牧生活を営んできました。ステップは手つ
ちく

かずの自然ではなく，自然と人間の共同作業によって

つくられた生態系です。遊牧民は，この土地で家畜を

放牧する場合，どのくらいの数であれば草原を 荒  廃 さ
こう はい

せることはないか経験的に知っていました。そして，

衣食住に関するすべてのものが家畜とともにあり，厳

寒の冬でも家畜の 糞 さえあれば食事の火と十分な暖を
ふん

取ることができます。

しかし，このステップにも，過放牧による草原の砂

漠化などいろいろな問題が起こりつつあります。

この企画展では，モンゴルのステップを中心に，草

原をつくる植物とそこに生きる野生動物，そしてその

大草原を 舞  台 に織りなす家畜と人間の営みを
ぶ たい

 紹 
しょう

 介 しま
かい

す。さらに，現在起こりつつある草原の危機と草原を

守る取り組みも合わせて紹介します。

さあ，みなさんもいっしょに，大草原の旅にでかけ

ましょう。　　　　　　　　　　（企画課　小幡和男）

会　　期 2016年７月９日（土）

　　　　　　～2016年９月19日（月・祝）
　　　　　7月9日（土）は午後1時からの公開となります。

開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

休　館　日　毎週月曜日

※7月18日（月），9月19日（月）は開館し，翌日が休館と

なります。

　　　　　※8月15日（月）は開館します。

●記念講演会　騎馬民族の心

　　　　　　　　　－モンゴル遊牧社会の価値観－
モンゴルの遊牧民のくらしと自然とのかかわりを紹介します。

日　時：2016年7月9日（土）　13：30～15：00

講　師：鯉渕信一 氏（亜細亜大学名誉教授）

場　所：博物館内

対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

定　員：300名（事前申込み・先着順）

●記念イベント　モンゴルフェスティバル－ 相  撲 と馬頭琴－
ブ フ

★モンゴルの祭り・ナーダムを体験しよう。

　モンゴル相撲，弓射，競馬の実演と競技について紹介します。

日　時：2016年7月30日（土），31日（日）　各日11：00～15：00

協　力：モンゴルブフクラブ，大和ホースパークほか

対　象：どなたでも

場　所：博物館野外

定　員：当日自由参加（特に人数の制限はありません）

★モンゴルコンサート

　モンゴルの伝統音楽（馬頭琴・ホーミー・オルティンドー）のコンサートです。

日　時：2016年7月30日（土）18：00～19：00

出　演：ドルギオン氏，オットホンバイラ氏

場　所：博物館内

対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

定　員：150名（事前申込み・先着順）

●記念シンポジウム　ステップ研究最前線
　ユーラシアステップに関する最新の研究を第一線の研究者が紹介します。

日　時：2016年8月28日（日）13：30～15：30

講　師：田村憲司氏（筑波大学教授）ほか

場　所：博物館内

対　象：小学生以上（小学生は保護者同伴）

定　員：30名（事前申込み・先着順）

展示構成

○草原の自然

　・草原の花

　・草原の野生動物

　・草原の家畜

○ステップ研究最前線

○草原と人

　・遊牧民の生活

　・祭りと伝統文化

○草原の未来

草原に咲くエーデルワイス草原をつくる植物スティパ 草原の野生動物 タルバガン

遊牧民の移動住居 ゲル羊の放牧 遊牧民のおもてなし
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当館では来館者の意識と動向を調査し，その結果を

博物館運営に反映させるため，来館者へのアンケート

調査，博物館モニターからの意見聴取，ご意見 承 り箱
たまわ

の設置などの広聴活動を 実  施 しています。その活動に
じっ し

ついて，シリーズで紹介します。

第1回は来館者アンケートについてです。来館者ア

ンケートは，開館年の1994年12月から現在まで，ほ

ぼ同様の方法により実施しています。調査方法は，記

入式のアンケート用紙を博物館1階と2階の案内およ

び企画展示室出口で来館者に配布し，回収箱で回収す

る方法です。調査時期は企画展の会期に合わせて年3

～4回，1回あたり300～500名を対象に実施していま

す。開館から現在までの回答者数は3万人を超えまし

た。以下，おもな調査項目の動向について報告します。

○来館者の居住地

1996年度以降，茨城県内の来館者がほぼ5割程度で

推移しています。そして，本県に 隣  接 する千葉県と埼
りん せつ

玉県からの来館者が，それぞれ15%から20％を 占 め，
し

さらに東京都，栃木県，神奈川県と続いています。県

外来館者が約半数を占めるのは，当館が茨城県南西部

の千葉県との県境付近に位置しており，千葉県，埼玉

県，東京都など近隣の地域が，茨城県の県北や県央，

 鹿  行 地域より近いことが大きな要因であると考えられ
ろっ こう

ます。また，当館に近い千葉県と埼玉県の学校に広報

活動を行っていることもその要因と考えられます。

○来館の情報源

来館が「初めて」の回答者を対象に，当館の存在を

どのような情報から知ったのかを聞いた結果をみると，

開館以来21年間を通して「人から聞いた」が一番多

くなっています。ここ数年，割合としては減少 傾  向 に
けい こう

ありますが，「口コミ」がどの時期においても最も多

く，重要な情報源になっています。2003年から 選  択 
せん たく

 肢 に加えた「インターネット」は，年により変動はみ
し

られますが，情報源としての順位は「人から聞いた」

に続いてほぼ第2位となっています。近年のICT化時代

に「インターネット」の情報源としての重要性はます

ます高くなっており，2015年については，「口コミ」

とほぼ同程度の割合となっています。

次回のア・ミュージアムでも引き続き，「来館回数」，

「再来館する理由」など来館者アンケートの分析につ

いてご報告します。　　　　　（企画課　沼尻耕一郎）

来館者アンケート① 博物館の広聴活動博物館の広聴活動　１１

アンケートスペース

飛ぶ宝石
翡翠という漢字から何を連想しま

すか。深緑色の宝石を思い 浮 かべる
う

方が多いと思いますが，鳥のカワセ

ミも同じ漢字で表記します。「飛ぶ

宝石」とも 称 
しょう

される 翡  翠 の羽は 鮮 や
かわ せみ あざ

かな青色です。宝石の 翡  翠 はカワセ
ひ すい

ミにちなんで名付けられました。

カワセミは，水面の数十cm上か

ら 狙 いを定め，水中に急降下して飛
ねら

び 込 み魚を 捕 えます。カワセミは，
こ とら

垂直な土手に巣をつくります。 奥  行 
おく ゆき

は50cmから90cmほどにもなり，く

ちばしと足を使って 掘 り進めます。
ほ

オスとメスが共同で巣づくりをし，

子育ても協力して行います。第3展

示室の水の生きものコーナーでは，

カワセミとその巣をみることができ

ます。

博物館の野外では，生きているカ

ワセミに会うことができます。カワ

セミは，自転車のブレーキ音に近い

鳴き声で鳴きます。 双  眼 
そう がん

 鏡 を貸し出
きょう

しておりますので，目と耳を 頼 りに，
たよ

飛ぶ宝石を探しにいきませんか。

（ミュージアムコンパニオン　長塚美穂）

小さな発見－ミュージアムコンパニオン－

巣穴（左上）と小魚を運ぶカワセミ

アンケート用紙
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－自然博物館の11年をふり返って

（菅谷名誉館長）数多くの想い出がありますが，今回の

熊本 地  震 の報に接したとき，その心配とともに東日本大
じ しん

震災での博物館の 被  災 体験が強く思い出されました。被
ひ さい

災により休館を 余  儀 なくされましたが，職員の 冷  静  沈 
よ ぎ れい せい ちん

 着 
ちゃく

な行動により，1人の負傷者も出さず来館者を 避  難 させる
ひ なん

ことができ，集客施設としての責任を果たすことができ

ました。自宅が被災した職員が館の復旧に全力を 尽 くす
つ

姿が思い出されます。

 嬉 しい想い出としては，
うれ

 常陸宮 殿下ご臨席の下，各界
ひたちのみや

のみなさまとともに開館20周年をお祝いすることができ

ました。先人が歩まれた歴史を大切にしつつ，未来へ向

けての有意義な記念式典となりました。

最後に 内  緒 の話です。来館者数があまり期待できない
ない しょ

と思いながら 開  催 について 渋  々 
かい さい しぶ しぶ

 了 
りょう

 解 した企画展が大ヒッ
かい

トとなり，その後もヒットの連続で文科省や博物館界で

も注目を集めました。大変嬉しかったのですが，自分の

センスの悪さを 嘆 き「時代遅れ」の歌を 聴 きながら1人さ
なげ き

みしく飲んだ夜もありました。

楽しさと失敗にあけくれた館長生活でしたが，人生最後

の勤めが茨城県自然博物館であったことは大変幸福でした。

－博物館長として大切なこと

（菅谷名誉館長）館長の役割は館の使命と目標を達成す

ることにあります。

博物館の組織も人の体と同じように全体のバランス

（総体の和）が大切ですが財政の厳しい中にあっては職

員がその能力を十分に発揮できるよう特に考える必要が

あります。館長は広い視野をもって社会の経済動向をみ

ながら組織運営を心がけ，職員のモチベーションを 喚  起 
かん き

し目標に向かって一丸となって進む職場風土を築くこと

です。組織は人といわれてます。人材育成を図りながら，

そして来館者に満足度の高い事業を展開していくことが

大切だと思います。

－横山館長に期待するもの

（菅谷名誉館長）横山館長は国立科学博物館の要職を歴

任し，博物館に関わる豊富な知識と経験をもっており，

大いに期待をいたしております。 温  厚  篤  実 で明るいご性
おん こう とく じつ

格ですのですぐに多くのみなさまから 信  頼 と親しみを寄せ
しん らい

られることと思います。健康に留意され，その 手  腕 を存分
しゅ わん

に発揮され新たな時代を築かれることを願っております。

－これからの人生

（菅谷名誉館長）仕事を終えたら頭の中にあれもこれも

したいと 描 いていましたが，現在はなにかと
えが

 忙 しい日々
いそが

を送っています。一段落したら持病の 腰  痛 
よう つう

 症 の改善のた
しょう

め，温泉地での長期 療 
りょう

 養 
よう

を計画しています。1人では 飽 き
あ

てすぐに家へ帰って来ると妻がいっていますが（笑）好き

な魚釣りでもしながらのんびりしたいと考えています。

名誉館長の 称 
しょう

 号 をいただきましたので，大いに博物館
ごう

の宣伝に努めたいと思います。今後は称号を 汚 すことな
けが

く身を 慎 み，清く正しい生活を送るべく決意を新たにし
つつし

たところです。

－読者へのメッセージ

（菅谷名誉館長）読者のみなさまに 御  礼 のご 挨  拶 ととも
お れい あい さつ

に最新の情報 満  載 のＡ・ＭＵＳＥＵＭを今後ともご愛読
まん さい

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧旧館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹新旧館長紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介　イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュインタビューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「 新旧館長紹新旧館長紹介介　インタビュインタビューー 」」
インタビュアー　企画課　小幡和男

　ミュージアムパーク茨城県自然博物館の館長が４月１日に替わりました。菅谷前館長（同日付で 名  誉 
めい よ

 館 
かん

 長 に
ちょう

就任）から横山新館長にバトンが渡されました。両氏のインタビューをここに 掲  載 します。
けい さい

（左）横山館長　（右）菅谷名誉館長
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いただき，博物館へのご 支  援 をよろしくお願い申し上げ
し えん

ます。

－今までの仕事について

（横山館長）国立科学博物館で，30年以上にわたり岩石

の研究に専念してきました。身近に転がっている石ころ

や 崖 を作っている石には， 一  般 の人はあまり興味がわか
がけ いっ ぱん

ないものです。国立科学博物館では，少しでも一般に興

味がわくような特別展「黄金の国ジパング展」，「 翡  翠 
ひ すい

展」，「南極展」，「地震展」や「石の世界と 宮  沢  賢  治 展」
みや ざわ けん じ

などを企画してきました。岩石の研究が，人類学，考古

学，古生物学だけでなく 科  学  捜  査 関係にも大きな 貢  献 に
か がく そう さ こう けん

なることも経験させてもらいました。

－少年時代の思い出

（横山館長）私は，岐阜県の山に囲まれた小さな村に生

まれました。「ウサギ追いし」と歌い出す 童  謡 「ふるさ
どう よう

と」にあるような世界で育っています。集落総出で，竹

をたたいてウサギを追うといったことは，今や想像の世

界でしょう。身近にある食べられるものは，ほぼ食べて

きました。小さな集落であるため，周りと上手く付き合

うことが現在に生かされているものと思っています。

－菅谷館長からバトンタッチされ思うこと

（横山館長）菅谷館長は，国立科学博物館の評価委員長

で，私は菅谷館長の質問に答える立場にありました。委

員長として菅谷館長はきわめて的確な判断をされ，会議

を進めて来られました。菅谷館長がいた博物館に勤めら

れるとは思ってもいませんでしたが，館長の職を受けた

ときには，人との関係を最重要視していく心構えでした。

しかし，実際に館長になってみると，職員は多重の職務

を割り当てられているにも関わらず，全員がチームワー

クよく働いていて，感心しました。これは今までの菅谷

館長の 人  柄 と努力によって活力のある職場がつくられた
ひと がら

ものと思います。

－自然博物館をどんな博物館にしたいのか

（横山館長）県の財政は厳しい状況にあると聞いており

ます。そのような中でも，県からは恐竜展示，水系の保

守や野外の歩道の 更  新 などで大きな予算が博物館に配分
こう しん

されています。知事をはじめ多くの人が自然博物館を 応 
おう

 援 してくれている結果だと思います。これに応えること
えん

が新館長としての職務であると思います。収蔵庫の 拡 
かく

 充 
じゅう

など多くの問題がありますが，まずは，現在の職員と展

示解説員およびボランティアの協力体制を強めることで，

博物館を今以上に活性化していくつもりです。職員の負

担を軽減するためにも，私自身が積極的に展示や行事に

参加し，長年行ってきた事業の見直しを行い，収蔵庫内

の整理もボランティアの協力を得ながら進めていこうと

考えています。

－読者へのメッセージ

（横山館長）博物館には，毎年約40万人の来館者があり

ます。これも多くの来館者がリピーターとなり，見学し

たり，ともだちと遊んだりしていただける結果だと思い

ます。初年度では大きくは変化しないと思いますが，少

しでも展示や事業を更新して，何度来館してもおもしろ

く，楽しく， 新  鮮 な施設と思われるようにしたいと考え
しん せん

ています。これからも応援よろしくお願いいたします。

－５－

経歴／1944年東京都生まれ。
1968年日本獣医畜産大学獣
医学科卒業。
1968年東京都庁入庁。
1995年多摩動物公園飼育課長。
1999年上野動物園飼育課長。
2000年同園園長。
2004年9月東京動物園協会
理事長。
2005年6月第2代ミュージアム
パーク茨城県自然博物館館長。
2016年4月同館名誉館長に
就任。
日本動物愛護協会理事長，い
ばらき文化振興財団理事，東
京都公園協会評議員等を歴任。
新潟県トキ増殖技術現地検討

会座長，環境省トキ飼育繁殖専門家会合座長，中央環境審
議会臨時委員として広く環境保全に尽力。2009年環境保
全功労者環境大臣表彰。
◆主な著書は，「動物園のデザイン」（共著）（INAX出版）。
他に論文「動物園の機能と社会的役割」（日本獣医師会報），
「動物園と人と動物の感染症」（ワールドフォーカス）等。

経歴／1950年岐阜県生まれ。
1977年東京大学大学院理学
系研究科博士課程修了，理学
博士（東京大学）。
ハワイ，ニュージーランドなど
で研究員を歴任。
1982年国立科学博物館で地
学研究部研究官。
2011年同館地学研究部部長。
その後特任研究員，アドバイ
ザリーフェローなどの要職を
歴任。
特別展「ダイヤモンド展」，「地
震展」，「翡翠展」，「黄金の国ジ
パング展」などで中心的役割
を担う。
2016年4月第3代ミュージア

ムパーク茨城県自然博物館館長に就任。
◆主な著書は，「地球の大常識」（監修）。「ゼミナール地球
科学入門　よくわかるプレート・テクトニクス」。変成岩
の要因に関する研究をアジア・オセアニア地域で行い，国
際誌に論文を多数発表。人類学や考古学などでも多くの論
文を発表。

P/R/O/F/I/L/E

　菅谷館長，長い間の激務お疲れさまでした。しばしの間，

釣りでも楽しみながらゆっくり疲れを癒やしていただきたいと

ころではありますが，今後も名誉館長として私たち博物館の

面倒を末長くみていただくこととなります。今後ともよろしく

お願いいたします。 　横山館長，慣れない職場でのスタートお疲れさまです。

しかし，館長のバイタリティーにあふれた行動力の一端を何

度もお見受けし，本当に頼もしい限りです。来館者のみなさ

まには，図書室近くにある「学芸員からこんにちは」コー

ナーの横山館長の紹介展示をご覧いただければと思います。

菅谷　　博
すがや　 ひろし

横山　一己
よこやま　かずみ
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2016年4月，守谷市在住の植物画家（ボタニカル

アーティスト）の 本  田  尚  子 さんから，博物館活動に役
ほん だ たか こ

立てていただきたいということで，551点の植物画

（ボタニカルアート）の 寄  贈 がありました。
き ぞう

ボタニカルアートとは，「Botany」と「Art」が結び

ついた言葉で，直訳すると「植物学的な芸術」となり，

植物画ともよばれています。植物をよく観察し，形や

色や特色を写実的に，かつ芸術的な美しさをもって 描 
えが

く植物画は，18～19世紀のヨーロッパで発達しました。

本田さんは1980年代から植物画に取り組み，身近

な野草やきのこを中心に精力的に作品を描いてこられ

ました。これまで，国立科学博物館 主  催 の植物画コン
しゅ さい

クールにおいて入選10回，うち，2004年には文部科

学大臣賞を受賞されています。現在は日本植物画 倶  楽 
く ら

 部 ，つくばボタニカルアート同好会に所属し，各地で
ぶ

植物画の講師も務められています。

当館との関わりは深く，2003年に当館で開催した

特別企画展「アートが植物を救う－絶滅危惧種と

 植物画 の世界－」で作品を出品されるとともに，展示
ボタニカルアート

会の準備を手伝ってもらったことをきっかけに，その

後も作品の展示やイベントの講師など，さまざまなご

協力をいただいております。

ご寄贈いただいた作品は，これからもいろいろな機

会に展示したり，当館の印刷物に 掲  載 したりして，活用
けい さい

させていただきたいと思います。　（資料課　宮本卓也）

本田尚子氏植物画コレクション

竹筒の束の正体は？

自然発見 工  房 の 軒  下 に 竹  筒 が 束 になって下げられて
こう ぼう のき した たけ づつ たば

います。動物クイズ1番の問題にもあるので，ご存じ

の方も多いのではないでしょうか？竹筒の束の正体は

ハチのトラップ，つまりハチをおびき寄せるための 罠 
わな

です。竹筒トラップには， 借孔 性（または 管 
しゃっこう かん

 住 性）ハ
じゅう

チ類とよばれるグループがおびき寄せられます。

借孔性ハチ類は，自然の中にある小さな 孔 を，巣に
あな

利用して生活しています。 慢  性  的 な孔不足のため，竹
まん せい てき

やヨシの筒は， 彼  女 たちの 恰  好 の営巣場所となります。
かの じょ かっ こう

 葦  簀 に営巣するハチを，見た人もいるでしょう。スズ
よし ず

メバチやミツバチと大きく異なる点は，ハニカム状の

巣をつくらず，筒の 奥 から順に育児室を設けることで
おく

す。また，単独で生活していますから，スズメバチや

ミツバチのように集団で 襲 ってくることはありません。
おそ

借孔性ハチ類は，ベッコウバチ科，ドロバチ科，ア

ナバチ科，ハキリバチ科などに属する，いろいろなハ

チが 含 まれます。おのずと種によって利用する竹筒の
ふく

 径 が異なってきます。育児室を 隔 てる仕切りの材料は，
けい へだ

 泥 を使うものや葉片を使うもの，オオハキリバチのよ
どろ

うに 樹  脂 を使うものなどさまざまです。そして， 環 
じゅ し かん

 境 
きょう

の 違 いでも営巣する種は変わってきますので，竹筒ト
ちが

ラップで自然度の調査を行うことも可能でしょう。

これからは，借孔性ハチ類の営巣活動が活発な時期

になります。竹やヨシの束をつるしてあげれば，ハチ

の住宅事情も改善されます。この夏は竹筒トラップを

利用した 昆 
こん

 虫 観察に 挑 
ちゅう ちょう

 戦 してみては！博物館ホーム
せん

ページに資料がのっています。　（資料課　久松正樹）

収蔵品紹収蔵品紹介介

オオハキリバチが営巣するようす　　　　　　　　　　（撮影：今井初太郎)

なるほど博物なるほど博物館館
このコーナーは，自然に関するさまざまな情報を，

わかりやすくお伝えするコーナーです。

トウモロコシ‘ピーターコーン’

国立科学博物館主催　 

第20回植物画コンクール

一般の部

文部科学大臣賞受賞作品

寄贈作品を確認するようす
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トピックス

○入館者950万人を達成!!　

2016年5月2日（月），当館の入館者が950万人に達

しました。1994年11月の開館以来，21年と約6か月

での達成です。

記念すべき950万人目のお客様となったのは，茨城

県つくば市から来館された 金  井  祐  太 さん
かな い ゆう た

（9 歳 ）です。
さい

記念式典では，横山館長から950万人目の入館証明書

が 授  与 され，さらに小野寺茨城県教育長と助川博物館
じゅ よ

友の会会長から，恐竜パペットなどのミュージアム

グッズやレストランのお食事券がプレゼントされまし

た。祐太さんは，おじいさん，おばあさん，妹さんと

家族4人で来館されました。「博物館に来るのは４回

目です。自分が950万人目の入館者だと聞いて 驚 きま
おどろ

した。」といった感想をいただきました。

当館は，これからも1000万人，2000万人と多くの

お客様をお 迎 えし，みなさまにいつも楽しんでいただ
むか

けるようなイベントや，新しい情報満載の企画展を 開 
かい

 催 していきたいと考えています。これからも博物館に
さい

ご来館ください。　　　　　　　（企画課　中里　賢）

○みえないところをリニューアル

第3展示室「茨城の水系」が新しくなりました。

多くの方が「どこが変わったの」とお思いでしょう。

チラー（ 冷 
れい

 却 装置）が新しくなりました。みた目には
きゃく

変化がありませんが，魚のためにはとても大切なリ

ニューアルです。当館の水族館設備は 老 
ろう

 朽 
きゅう

 化 が進んだ
か

ため，昨年から少しずつ施設の更新を実施しています。

チラーの 交  換 は最初の工事です。
こう かん

チラーの交換をしている間は， 水  槽 の冷却ができな
すい そう

くなります。冷やさなければ，ポンプなどの 排  熱 に
はい ねつ

よって，水温はどんどん 上  昇 してしまいます。これは，
じょう しょう

冷水性の上流の魚たちには大変危険なことです。展示

を休止して魚を避難させて工事を実施することも考え

ましたが，「真冬なら 大 
だい

 丈 
じょう

 夫 」と判断し， 1月から工
ぶ

事を開始することにしました。それでも水温は20℃

近くまで上昇してしまいます。飼育担当者たちは，準

備室の 暖  房 を切ってまで対応しました。そのような努
だん ぼう

力の 甲  斐 もあって，無事展示を 維  持 したまま，2か月
か い い じ

におよぶ工事を終えることができました。博物館には

展示を変えないための努力もあることを知っていただ

ければ幸いです。　　　　　　　（資料課　土屋　勝）

○自然災害に関する特別展示を開催して

東日本大 震  災 の発生から5年の 歳  月 が過ぎました。
しん さい さい げつ

この 巨  大 地震は，地震学の研究者の予測を超えて発生
きょ だい

し，私たちの生活や世界観を大きく変えました。現在

もまだ震災復興が進められています。当館では，この

震災5年を機に，特別展示「あの 衝 
しょう

 撃 の日から5年－
げき

東日本大震災はなぜ起きたのか－」（会期：3月1日～

4月10日）を開催しました。特別展示では，この5年

間の研究で明らかになってきた巨大地震発生のしくみ

や過去に 繰 り返されてきた巨大 津  波 ，この5年間続い
く つ なみ

ている大地の動きなどを中心に 紹 
しょう

 介 しました。また，
かい

博物館と 隣  接 する常総市で昨年9月に発生した，関
りん せつ

東・東北豪雨による 鬼  怒 川 洪  水 災害についても，洪水
き ぬ こう ずい

 堆  積  物 の 剥 ぎ取り標本や写真などをもとに展示しまし
たい せき ぶつ は

た。今回はエントランスを入ってすぐの 吹 き 抜 け通路
ふ ぬ

に展示したこともあり，多くの来館者にじっくり見て

いただくことができました。

特別展示が終了して4日後には，震度7を2回記録し

た熊本地震が発生しました。このように最近は大きな

自然災害が 頻  発 し，来館者の地球科学への関心が高く
ひん ぱつ

なっています。　　　　　　　　（教育課　小池　渉）

入館者950万人達成の記念式典

バックヤードの水処理設備

特別展示を熱心にみる来館者 
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3月にベトナムで 開  催 された国際シンポジウムに参加
かい さい

してきました。このシンポジウムは，当館と事業 連  携 
れん けい

に関する 覚 
おぼえ

 書 を 締  結 しているベトナム国立自然博物館
がき てい けつ

が設立10周年を迎えたのを機に開催したものです。　

　シンポジウムでは２つの発表を行いました。ひとつ

は博物館学の研究で，「博物館における来館者の動向

調査」をテーマにポスター発表を行いました。当館が

 実  施 している来館者調査の結果や，展示などの工夫と
じっ し

その成果について話しました。もうひとつは古生物学

の研究で，「首の短い 首  長 
くび なが

 竜 
りゅう

における歯の 交  換 」を
こう かん

テーマに口頭発表を行いました。首長竜の食性や 特  殊 
とく しゅ

 化 した骨や歯の形態などについて話しました。それぞ
か

れの発表において海外の研究者と議論を深めることが

でき，また海外の研究成果について情報を得ることも

できて，有意義なシンポジウム参加となりました。

シンポジウムの翌日にはベトナム国立自然博物館の

施設を案内していただきました。展示では，地球の歴

史や生物の進化，ベトナムの自然についてのコーナー

があり，小規模ながら内容の 濃 い展示でした。この展
こ

示は一時的なもので，今年から大規模な展示施設およ

び野生動物保護施設を建設し，2021年に本格オープン

を 迎 える予定だそうです。見学のあと，今後の連携事
むか

業の進め方についてミーティングを行いました。当館

との間で標本交換を定期的に実施する計画や，将来的

には共同研究を行うことなどについて話し合いました。

両博物館の今後の発展のため，まずは標本交換から

実現していきたいと思います。　（資料課　加藤太一）

－８－

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
野
田
線
）

ベトナムで開催された国際シンポジウムへの参加

編集後記

　植物の生きた姿をそのまま詰めたような標本。次回

の企画展で展示する標本の整理のお手伝いをさせてい

ただきました。１つの標本が展示されるまでには，た

くさんの時間と人が関わっていることを肌で感じまし

た。今回は館長交代の節目を迎えた号でもあります。

情報はもちろん，人の思いがつまった今回のア・ミュー

ジアムもたくさんの人の元に届くことを願います。

（S.M）

ベトナムで産出した化石の展示コーナー エントランスで記念撮影（中央左からミン館長，プラテージ館長（フィレンツェ大
学自然史博物館），筆者，フン主任調査員）


